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立地協定締結書を手にするサンコール菊池の春田社長㊥
（30日、熊本市）

サンコール子会社、熊本でＥＶ向け配電用部品工場を増設

　自動車エンジン向けバネなどを手掛けるサンコールの子会
社、サンコール菊池（熊本県菊池市）は、約７億円を投資して
同市内の工場を増設する。電気自動車（ＥＶ）向け配電用部品
バスバーを生産する製造ラインを新設し、人員も10人増やして
約80人体制とする。ＥＶ市場拡大が世界的に加速するなか、生
産体制の増強に踏み切る。

　同社は熊本市内で30日、菊池市と立地協定締結式を開いた。
計画ではＥＶ向け部品で、省スペースで大容量の電力を流すバ
スバーの新たな生産設備導入に向けて１月に着工し、今年11月
の稼働を見込む。既存の建物の中に新たに設備を配置し、EV用
として年間12万台分を生産する計画だ。

　締結式後に記者会見した同社の春田高宏社長は「脱炭素化に
向けた、世界的なＥＶ化の加速が背景にある」と設備新設の狙
いを語った。
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